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●論文要旨 
 本稿は、2020 年の 1 年間に全国消費生活情報ネットワークシステム（PIO-NET）へ

登録された相談内容のうち、新型コロナウイルス関連の話題を抽出したものについて、

傾向分析を行ったものである。PIO-NET の相談内容に含まれる話題の分析には、トピ

ックモデリングと呼ばれる統計手法を用いて話題の分類と特徴的なキーワードの抽出

を行う。また、各月ごとの新型コロナウイルス関連の主な状況について、消費生活相

談の傾向と比較する。その結果、個別の話題の増減のタイミングで、消費生活相談も

増減しており、大きな傾向の違いは見られなかったが、4 月下旬に関連する報道や施

策が発表された特別定額給付金等について、消費生活相談としてはその 1 か月遅れで

トピックとして現れるなど、政策の発表から相談として現れるまで、若干のタイムラ

グがあることが示唆される現象が見られた。 
 また、トピック分析から得られたトラブルキーワードについて、その出現頻度や出

現割合を分析した結果、そのトラブルキーワードが代表する相談が顕著に見て取れた。 
比較のために、同期間における日本経済新聞の朝刊で取り上げられた記事についても

分析を行った。新聞記事データは、新型コロナウイルス関連のみを抽出したものでは

ないため、新聞記事データを用いたトピック分析では、PIO-NET データのトピック分

析結果とは全く異なる傾向であった。しかし、PIO-NET データの分析から得られたト

ラブルキーワードを用いて、新聞記事データにおける出現頻度や出現割合を分析する

ことで、消費生活相談で話題となっているトピックの新聞報道における注目状況を概

観することができた。 
 

 

 

 

 

 

論文概要 


